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退
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手
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2
7
,
0
7
1
千
円

職
域
部
分

(
経

過
的

に
支

払
う

場
合

)

退
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手
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2
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,
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4
5
千
円

[
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,0
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,
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26
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官
民

バ
ラ
ン

ス
の

乖
離

を
い

か
に

埋
め

る
か

職
域

部
分

2
,
4
33
千

円

平
成
2
7年

９
月

末
ま

で
の

退
職

者

①
現

在
の
中

高
年

世
代

（
あ
る
程
度
の
職
域
加
入
期
間
の
あ
る
者
）

②
現

在
の
若

い
世

代
（
職
域
加
入
期
間
が
ほ
と
ん
ど
な
い
者
）

③

平
成
27

年
９
月
末
ま
で
の
退
職
者
に
係
る
退
職
給
付
の
支
給
水
準
調
整
に
つ
い
て

※
各
欄
の
数
値
は
四
捨
五
入
を
し
て
い
る
た
め
、
総
計
が
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

○
現

行
の

公
的

年
金

と
し
て
の

職
域

部
分

は
平

成
27

年
10

月
（
被

用
者

年
金

一
元

化
法

の
施

行
日

）
に
廃

止
○

施
行

日
前

に
共

済
年

金
の

受
給

権
を
有

す
る
者

に
つ
い
て
は

、
従

来
ど
お
り
職

域
部

分
を
支

給
（
⇒

下
記

①
参

照
）

○
施

行
日

に
お
い
て
受

給
権

を
有

し
な
い
共

済
年

金
加

入
者

の
、
既

加
入

期
間

に
係

る
職

域
部

分
の

取
扱

い
に
つ
い
て
は

、
別

に
法

律
で
定

め
る
（
期

待
権

へ
の

配
慮

が
必

要
）

○
よ
っ
て
、
当

面
の

退
職

者
に
つ
い
て
は

、
職

域
部

分
の

支
給

水
準

（
現

価
額
24
3.
3万

円
）
に
大

き
な
変

更
は

生
じ
な
い
と
見

込
ま
れ

る
（
※

５
年

お
き
の

調
査

実
施

を
想

定
す
れ

ば
、
次

回
の

官
民

比
較

調
査

は
、
27

年
度
退
職
者
に
つ
い
て
28

年
度

に
実

施
す
る
こ
と
に
な
る
）

⇒
上

記
を
踏

ま
え
れ

ば
、
40
2.
6万

円
（
官

民
較

差
）
を
調

整
す
る
に
は

、
当

面
の

退
職

者
に
つ
い
て
は

「
退

職
手

当
」
に
依

ら
ざ
る
を
え
な
い
か

※
な
お
、
「
退
職
手
当
」
に
よ
る
調

整
を
官

民
較

差
40
2.
6万

円
の
一
部
に
留
め
る
場

合
、
当
面
の
退
職
者
に
対
し
民
の
支
給
水
準
を
上
回
っ
て
支
給
す
る
問

題
が
発
生

資
料
４
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